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はじめに
本稿は、『宗教学研究』所収の先行研究の補遺である'。そこでは、チベット大蔵
経のテンギュル「中観部」と「雑部」に所収されるDrPamkaraSIIjii珈a(AtiSa)の著
書から小部の儀軌を説く文献を5点取り上げ、その内容を簡単に紹介した。
1．『罪過俄悔儀軌(盃Pα"娩血""v肋j伽"gl)"bsh昭s"'jjiogJ)｣TT.dPal
marmemdzadyeshes,Tbhulkhrimslgyalba.DNo.3974,Gi255a3-b2;P・No.
536QKhi297a4-b7.
2．『読謂読経前行儀軌(*Ad/W)""叩"s〃k叩グ伽"叩"r"krjy"v刎遮K加吻g
血"ggﾉ昭s加加〃昭〃'js"即〃伽伽加'jc加馴)｣Dl.No.397aGi
255b3-256a2,D2.No.448Z38b3-39a2,Pl.No.5376,A304b6-305a8,P2No.
5401,Gi48a4-b4.
3．『波羅蜜乗甑仏造作儀軌(*P"""卿""“伽cα肋加7.wZpa卯w肋4助α、ﾉ伽
p/ly加加'j肋昭p"'j杣α応加g伽bp"'jc加馴)｣D1.No.3976,Gi256a2-bl,D2.
No.4488,39a2-b2,P1．No.5373,Khi301b2-302aaP2.No．5401,Gi
48b4-49a5.
4．『超世間七支儀軌(Lokmms叩頗"g〔MLM'Jig伽"/""spq'j"〃蝿6伽〃
pq'jc加即)jn.DiPamkara緬繭na,Sakyablogros.D1.No.2461,Zil35a6-bZ
D2.No.4486,38a3-b3,P1.No.328曳晒hil69b5-170a8,P2.No.5392Gi
47b2-48a4.
5．『一切業障擢破儀軌(M"･wJ肋"胴”m"αv蜘成加肋mvMIjjLqskyjsげめ加
娩α碗s"fimα加加r妨昭〃r峡α伽'jcfzogn)｣Tr.DIpamkara鋤瓶na,Tbhul
khrimslgyalba・P.No.5874,Nyo475a8-476a7.
!望月2007b.テキストの概要については、同論を参照のこと。
Ac"TYbe"caaB"fMDj"7:139-149,2014.
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最初の4論は「中観部」で最期のものが「雑部」である｡これらの儀軌文献は「秘
密疏部」以外に収録されており、テンギュルの編者により顕教文献と把握されてい
たことになる2．
また、前稿では言及できなかったが、その他にもvidhiに関する2つの文献があ
り、「中観部」と「雑部」に収録されている。
6．『発心律儀儀軌次第（α伽""とわ”加wImWZ加kmma,Se"lsbs峡α〃血"9
s吻加〃'jchoaJ'〃加加)JTr.Dmamkara輌瓶na,dGebKiblogros.RevGdPal
marmemdzadyeshes,Tbhulkhrimslgyalba.D1.No.396QGi245a2-248b2,
D2.No.4490,40a5-43baPl.No.5364,A284al-288a6,P2.No.5403,Gi
50al-54a5.
7．『業障清浄儀軌疏（肋刀加”、"αv肋肋α"αvMMb版§)u,Lqskyjs〃肋〃、α加
pqrsb〃"gl)"'jc加馴'jbs加即α)｣Tr.DIpamkaras可崩na,'IShulkhrimslgyal
ba.D400ZJil84a3-198b6,P.No.5508,Ji236a8-242b7.
この2論は、それぞれ儀軌次第と儀軌解説とタイトルに付されているので、直接的
に儀軌を提示するものではない。前者は「中観部」と「小部集」に収録され、発菩
提心と律儀について先行するNﾖgaljunaとBodhibhadraの儀軌文献を引用するもの
であり3、後者は「経疏部」に収録され、『三葱経」に説かれる臓悔の儀軌を解説し
たものである4．
さらに、テンギュルの「秘密疏部」には、次の儀軌文献が収録されている。
8．『供物儀軌(Baﾉ加倣4gTb7mα'jc加即)jDNo.129al85bl-187aaP.No.
2418,Zha585a4-587a7.
9．『一切業障堆破曼茶羅儀軌(St".lu肋'7""lujn"αv肋肋α"α"〃2αmα"血jq-vMIj
Laskyjsgy･jb加肋amscaama加加r7oms〃z舵s加加'Mky"'Morgyjcfio
印)JTr.Marmemdzad,Rinchenbzangpo.DNo.265aJu308bl-309b3,P.
2ただし、z"腕'肋s叩飯施gqyjdﾉjjは「秘密疏部」にも収録されている。このような伝承をもつ文
献は、他にもα〃“耐(D1.No.1496,D2.No.4474,P1.No.2211,P2.No.5387),
Sams"、"2α"o""”"jMmsα"@g"j(Dl.No.2313,D2．No.4473,P1.No.3152,P2．No．5386),
D畑、oα伽耐"血耐""αg"j(Dl.No．2314,D2．No.4475,P1．No.3153,P2.No.5388),
肋"@mWsamb"mp"jy""""(D1.No.2460,D2.No.4485,Pl.No.3288,P2.No.5397)がある。Cf
望月2007．
3望月2014.
4望月1999,望月2M5:115-121.その内容な乃js肋"伽α伽"""(or助""""℃c〃伽〃m)に対す
る注釈書である。
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No.347QGu339a7-340b7.
10．『護摩儀軌(H，ma''"2j,sByj"s'昭gjc加即)｣DNo.265Q311a7-bZP・No.
3483,Gu343a4-343b7.
11．『五制多建立儀軌（*〃"cacaj“"jrwJpα〃wと〃mChoα晩〃伽即g血bpq'j
c加即)｣D30745,Pul71b3-171b6,P.No.3892Tul90b3-191a8.
12.『無垢頂髻陀羅尼儀軌(*W"@αわ="zごadh"m"iW肋Ag乃"g加r〃i碗α"ecjp"'j
gZ""gsAyjcIDogn)｣DNo.3082,177a6-b6,P.No.3901,Tul92a2-b36.
13．『甘露生供物儀軌(A加加‘此加加"vMDj,bD"α脚〃'by""g"'jg"y･"I"'jcho
gJ).Tr.DrPamkara苅崩na,dN"sgmb.DNo.3778,'Ibhu212b4-220b3,P.
No.4596,Nu429bl-438a7.
14．『水供物儀軌(Ib)り伽印avjIWCW'"gmrgyjc加即)JTT.DIPamkaraSIY-
jnana,'IbhulkMmslgyalba.DNo.377曳恥hu220b3-221b2,P.No.4860,Zu
169a7-170a4.
15.『龍供物儀軌(Ⅳ"gZJ加"vMDji灯"g〃『gyjc加即)』TT､Rinchenbzangpo.D
No.3780,'Ibhu21b3-222a6,P・No.4598,Nu439bl-440a6.
また、デルゲ版とチョネ版には欠けているものの、次の儀軌文献もある。
16．『供物供養儀軌(*Ba"p恥vj"j,gTbr"@""zc肋α〃'jflogz)｣Tr.Rinchen
bzangpo.P・No.4631,Pul35bl-140bl.
17．『堆薪儀軌(C"vMI‘乃加杣α'jcWIogn)｣n.DIpamkara苅甑na,Zla
bざi，odzer・P・No.4868,Zhul77b4-178b5.
18．『護摩儀軌(Iんmayj"j)｣P・No.4861,Zul70a4-171a5.
これらの内容についての詳細は別稿において論じるが､儀軌を説く文献は概ね真言
乗の文献として認識されていたことがわかる。それ故に、最初の5書が顕教文献と
も認識されていた理由を考察する資料として、第1のもの7を除く4つのテキスト
の和訳を提示する。
5ただし、デルゲ版は著者情報を欠く。
6D.No.3081,Pul76b4-177a6,P.No.3900,191a3-192a2も同タイトルの異本であるが著者名を
欠く。
7望月2M5:121-122.
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『読謂読経前行儀軌』和訳
『読謂と読経の前行の儀軌』
仏と菩薩のすべてに敬礼をする。
最初に、まず、法の読謂をなすことを望み、経巻として作られたものを読むこと
を望む菩薩は、十方の世間界のすべての仏と菩薩に請願して、心であらゆるものを
把握し､菩薩摩訶薩の普賢行願讃の儀軌による帰命などの七支の在り方としての諸
供養で正しく供養をする。それに続いて、一切の衆生に対し慈愛の心を設定し、正
しい意楽でそのように思ってから、言葉を三度述べるべきである。すなわち、
世尊がお説きになられた法の一語の意味が、一切法であります。しかし、
私は自分の業の罪過により智恵が少なく、理解力が弱っています。その通り
であったとしても、世尊の経典を把握してから、それにより自分で読謂をし
て、その法の声は衆生の耳を通して聞こえ、如来の信頼を獲得できますよう
に。
世尊がお説きになられた法の一語の意味が、一切法であります。しかし、
私は自分の業の罪過により智恵が少なく、理解が弱っていまる。その通りで
あったとしても、自分で経典として作られた法を読経して、その法の声は衆
生達の耳を通して聞こえ、如来の信頼を獲得できますように。
と三度述べるべきである。
『読謂読経の前行の儀軌』［という］規範師で大賢者であるDrPamkara輌崩､a
の著作を終わる。
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『波羅蜜乗甑仏造作儀軌」和訳
インドの言葉で、P〃、加加y""“α"cα肋""wJpα仰w肋j
チベットの言葉で、『波羅蜜乗の仏像を作る儀軌』
仏と菩薩のすべてに敬礼をする。
世尊、ヴァイローチャナ光王、如来、阿羅漢、等正覚に帰命する。同じく、
オーン、忍耐があり、等しく、静静で、増益し、非難なく、高く響き、光り
輝き、美麗で、偉大な輝きをもち、岸を去り、浬藥された、すべての如来よ、
心髄よ、守護尊よ、守護女尊よ、幸あれ。(namobhagavate/vairocanaya/
tathagataya/arhatesamyaksambuddhaya/tadyatha/omsukSmesamesamaye/
Santedanteasamaropeanalambhe/tarambhayaSobatimahateja/m･akule/
niribane/sarvabuddha-adhi5thana-adhiSthitesvaha)
このダラニを泥の上や砂の上で21度唱えて、塔を作るべきである。その塔に微
塵の数ほどもある十万の塔が作られる。微塵の数ほどもある天と人たちの円満な生
を得るであろう。誰かがどこかに生まれる場合、［前］生を憶えているだろう。速
やかに無上等正覚において明らかな悟りを得るであろう。
最初に泥を握れて、自分や他者に対する慈愛と悲心により菩提に心を起こし、握
れるべきである。それから粘土の塊を加持し、究寛におられる世尊・ヴァイローチ
ャナ光王・如来・阿羅漢で等正覚に帰依することを思い、真言の数を前と同じよう
に述べる。それから縁起の真言を唱えて、型に入れるべきである。
それから穀物や花に対し縁起の真言が3度か7度唱える。それから、
この福徳によりすべての見えるものを得てから、罪過という敵は制圧され、
老・病・死の波の中で乱す存在という湖から有情を引き上げなさい。
と誓願をしなさい。
『波羅蜜乗の仏像を作る儀軌』［という］規範師で大賢者のDIpamkara§呵禰､a
により著されたものを終わる。
omyedhannahetuprabhahetdunteSantathagatohyabadat/teS耐cayonirodhaevam
badrmahaSramana"8
8本論は､Skilling2008:260に英訳がなされている。
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『超世間七支儀軌』和訳
インドの言葉で、Zok耐加s叩施施g【M肋j
チベットの言葉で、『超世間七支儀軌』
仏と菩薩のすべてに敬礼する。
吉祥なる金剛薩多に敬礼する。
帰依処と、帰依をなすことと、帰依者は、いつも異なるものと把握されない。そ
れがここでのマントラの帰依であり、「金剛の帰依」と述べられている。［1-4］
供養処と、供養をなすことと、供養者は、いつも種々なるものと把握されない。
それが偉大な供養であり、「金剛の供養」と述べられている。［5-8］
繊悔されるものと、繊悔することと、繊悔者は、いつでもヨーガ行者により見ら
れない。自性が清浄で真実を見るそれが、ここでの繊悔の最高である。［9-12］
随喜されるすべてのものと、自分と、随喜そのものは、ヨーガ行者により等しく
見られない。［それが､］正しい随喜である。［13-16］
幻による変化した仏には、幻により変化した身体が備わっているので、こだまの
ような諸法が説かれることを正しく請願する。［17-20］
変化したものと同じものに掌を合わせてから、お願いして、金剛琉伽を等しく見
て、請願の最高を求める。［21-24］
浬藥された諸仏が生死を変化するように、衆生を変化させるために、入ることを
請願するそのことを知り、出世間するので､それがここで再高の請願と認められる。
[25-30］
所縁をともなうものとして働くすべてのものは世間のものである。円満な菩提は
夢に似て、真実を知ることにより夢に似ていることを知る。夢のような存在に住し
ているのである。［31-35］
衆生たちに利益をなそうとすることで法界のように無量な一切の善を完全に廻
向するならば、それをここに廻向することは正しく、すべての仏により正しく賞讃
される。［36-40］
『超世間七支儀軌』［という］偉大な軌範師DrPamkaraj呵萠naが吉祥なるサム
イェの自然に成就した精舎で著したものを完成する。
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